
育
児
に
対
す
る
職

場
や
社
会
全
体
の
意

識
は
徐
々
に
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
男
性

の
育
児
休
暇
取
得
に

よ
る
育
児
参
加
に
は
、

抵
抗
感
を
示
す
き
ら

い
が
あ
り
ま
す
。

育
児
休
業
取
得
率

の
グ
ラ
フ
か
ら
は
男

性
育
児
休
暇
取
得
率

は
平
成
二
十
二
年
約

一
・
四
％
、
平
成
二

十
一
年
約
一
・
七
％

と
低
く
、
国
が
目
標

と
す
る
平
成
二
十
六

年
男
性
育
児
休
暇
取

得
率
一
〇
％
達
成
は
、

現
状
か
ら
は
厳
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

今
だ
『
男
性
は
仕
事
中
心
、
女

性
は
仕
事
プ
ラ
ス
家
事
・
育
児
』

の
役
割
分
担
が
根
強
く
、
社
会
全

体
で
は
、
女
性
は
仕
事
を
持
ち
な

が
ら
家
事
を
行
い
、
男
性
は
仕
事

を
持
て
ば
家
事
は
結
果
的
に
家
人

任
せ
も
や
む
を
得
な
い
、
と
い
う

意
識
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
意
識
の
強
い
職
場

で
は
男
性
が
育
児
休
業
を
申
し
出

に
く
く
、
さ
ら
に
要
職
に
就
い
て

い
る
場
合
に
は
そ
の
代
替
要
員
の

確
保
が
困
難
な
た
め
、
敬
遠
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
女
性
を
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
へ
登
用
す
る
と
、
家
事
・
育
児

を
理
由
に
業
務
が
滞
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
し
、
女
性
に
は
課
長

職
以
上
の
要
職
へ
配
属
し
な
い
企

業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
同
年
代
の
『
男
性

の
収
入
∨
女
性
の
収
入
』
と
な
り
、

収
入
の
高
い
男
性
が
育
児
休
業
を

長
期
間
取
得
し
た
場
合
の
家
計
へ

の
影
響
を
考
慮
し
て
取
得
を
た
め

ら
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

次
回
は
、
職
場
の
育
児
休
業
規

程
を
整
備
し
よ
う
に
つ
い
て
、
掲

載
い
た
し
ま
す
。
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男
性
の
育
児
休
業

取
得
率
は
？

育
児
休
業
取
得
が

浸
透
し
な
い
背
景
①

育
児
休
業
取
得
が

浸
透
し
な
い
背
景
②

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

黙
っ
て
待
つ
だ
け
で
は
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

年
金
事
務
所
や
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
に

★

行
く
時
間
が
無
い
方

★

遠
く
て
行
け
な
い
方

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い

※
受
付
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
答
は
、
受
付
日
の
翌
々
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

メールでご相談の方

ＦＡＸでご相談の方

メールアドレス
k-fujita@k-fujita-sr.com

ＦＡＸ番号
075（571)8611

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
連
絡

先
・
生
年
月
日
・
性
別
・
で
き

る
だ
け
具
体
的
な
相
談
内
容
を

記
載
の
上
、
左
記
の
方
法
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
客
様
の
個
人
情
報
は
、
弊

所
の
個
人
情
報
保
護
方
針
に
基

づ
き
厳
重
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
」

無
料
相
談
受
付
中

育児休業取得率

49.1
56.4

64.0
70.6 72.3

89.7 90.6

0.12 0.42 0.33 0.56

【女性】

85.6 83.7

0.50 1.56 1.23 1.72 1.38

【男性】

H 8 11 14 16 17 19 20 21 22

％

％

Ｑ
従
業
員
の
雇
用
に
対
す
る
新

し
い
助
成
制
度
が
で
き
た
と

聞
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
制

度
な
の
で
す
か
。

Ａ
今
回
の
新
設
さ
れ
た
制
度
は

「
雇
用
促
進
税
制
」
と
い
い
、

助
成
金
や
支
援
金
で
は
な
く
税
制
優

遇
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

概
要
と
し
て
は
、
前
年
よ
り
も
五

人
以
上
（
中
小
企
業
は
二
人
以
上
）
、

か
つ
一
〇
％
以
上
従
業
員
を
増
や
し

た
事
業
主
が
、
法
人
税
ま
た
は
所
得

税
の
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
制

度
で
す
。
適
用
対
象
事
業
主
の
要
件

と
し
て
、
青
色
申
告
書
を
提
出
し
、

適
用
年
度
と
そ
の
前
事
業
年
度
に
事

業
主
都
合
に
よ
る
離
職
者
が
い
な
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

従
業
員
増
加
一
人
に
つ
き
二
〇
万

円
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

当
期
の
法
人
税
額
ま
た
は
所
得
税
額

の
一
〇
％
（
中
小
企
業
は
二
〇
％
）

が
限
度
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
「
雇
用
促
進
計
画
」
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
が
必
要
で
す
。

そ
の
後
事
業
年
度
末
に
、
雇
用
促
進

計
画
達
成
の
確
認
を
受
け
る
た
め
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
達
成
状
況
を
提
出

し
、
確
認
印
の
押
印
さ
れ
た
書
類
の

写
し
を
税
務
署
へ
の
申
告
書
に
添
付

し
、
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

雇
用
増
加
で
税
金
が
軽
減
？
！



年
金
確
保
支
援
法
は
、
将
来
の

無
年
金
や
低
年
金
を
防
止
し
、
ま

た
現
在
の
無
年
金
や
低
年
金
の
方

の
救
済
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
一

年
以
上
を
か
け
て
国
会
で
審
議
さ

れ
、
よ
う
や
く
成
立
に
至
り
ま
し

た
（
平
成
二
十
三
年
八
月
一
〇
日

公
布
）
。

正
式
に
は
「
国
民
年
金
及
び
企

業
年
金
等
に
よ
る
高
齢
期
に
お
け

る
所
得
の
確
保
を
支
援
す
る
た
め

の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
と
い
い
ま
す
。

今
回
の
年
金
確
保
支
援
法
成
立

に
よ
る
年
金
受
給
へ
の
最
も
身
近

な
影
響
点
を
二
点
紹
介
し
ま
す
。

国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者

（
※
①
）
期
間
の
う
ち
重
複
す
る

第
三
号
被
保
険
者
以
外
の
期
間
が

判
明
し
た
方
の
保
険
料
納
付
済
期

間
の
扱
い
が
変
更
と
な
り
、
判
明

し
た
第
三
号
被
保
険
者
以
外
の
期

間
の
記
録
訂
正
を
行
っ
て
も
、
当

初
か
ら
保
険
料
納
付
済
期
間
と
な

り
ま
す
（
図
1
参
照
）
。

法
施
行
日
前
ま
で
は
、
記
録
訂

正
さ
れ
た
期
間
よ
り
後
の
第
三
号

期
間
は
、
記
録
訂
正
申
出
日
や
三

号
届
出
日
を
保
険
料
納
付
日
と
み

な
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

年
金
受
給
要
件
の
一
つ
で
あ
る

『
納
付
要
件
』
が
満
た
せ
な
い
こ

と
を
理
由
に
、
老
齢
年
金
受
給
開

始
の
遅
れ
や
障
害
年
金
不
支
給
処

分
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

回
の
法
施
行
（
平
成
二
十
三
年
八

月
一
〇
日
）
に
よ
っ
て
当
初
か
ら

保
険
料
納
付
済
期
間
と
な
り
ま
す

の
で
、
前
述
の
問
題
が
解
消
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
可
能

期
間
が
、
期
限
付
（
※
②
）
で

『
二
年
』
か
ら
『
一
〇
年
』
に
延

長
さ
れ
ま
す
（
図
2
参
照
）
。

現
在
六
〇
歳
未
満
の
方
で
保
険

料
納
付
期
間
不
足
の
た
め
将
来
年

金
受
給
に
結
び
付
か
な
い
恐
れ
の

あ
る
方
や
、
現
に
六
〇
歳
以
上
の

方
で
年
金
受
給
で
き
な
い
方
は
、

こ
の
延
長
を
利
用
し
て
納
付
し
、

未
納
期
間
を
減
ら
す
ま
た
は
無
く

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
年
金
受
給
に
結
び

付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

二
年
経
過
後
の
保
険
料
は
、
国
債

利
率
を
基
礎
と
し
た
加
算
額
も
あ

わ
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
相
当
長
期
間
の
未

納
期
間
が
あ
る
方
に
は
、
さ
ら
に

六
〇
歳
か
ら
国
民
年
金
任
意
加
入

制
度
を
利
用
し
、
年
金
受
給
に
結

び
付
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
①

国
民
年
金
加
入
者
の
う
ち
、

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
加
入

者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者

※
②

平
成
二
十
四
年
一
〇
月
一

日
ま
で
の
間
に
政
令
で
定
め
る
日

を
施
行
日
と
し
て
三
年
以
内
の
間

一
〇
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
〇
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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我
が
家
の
観
音
竹
に
初
め
て
花

が
咲
い
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
縁

起
の
良
い
も
の
ら
し
く
、
咲
き
終

わ
る
ま
で
そ
っ
と
水
遣
り
を
し
て

い
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
ヤ
シ
に
も
黄
色
い
花

が
３
年
連
続
咲
き
、
こ
ち
ら
も
珍

重
し
て
い
ま
す
。

（
ぎ
ん
）

編
集
後
記

藤田社会保険労務士事務所

京都市伏見区小栗栖南後藤町6-31-408

TEL・FAX 075-571-8611

E-mail

k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

年
金
受
給
へ
の
影
響
そ
の
一

九
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

年
金
確
保
支
援
法
っ
て
な
に
？

年
金
受
給
へ
の
影
響
そ
の
二

第3号被保険者期間

厚生年金保険（第２号被保険者）加入期間が判明

第3号被保険者 第2号被保険者 (第3号被保険者)

（図1）

訂正前

訂正後

当初から保険料納付済期間に

（図2）

現在

施行日
から

3年間

納付可能期間

納付可能期間

2年

10年


